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1. はじめに 
 近年、国レベル、あるいは地域レベルにおいて循

環型社会形成のための様々な政策が実施されている

が、地域によって資源循環をめぐる状況が大きく異

なるため、地域の資源循環の特性に合わせた政策を

行っていくことが重要となってくる。ここで、地域

の資源循環構造を分析する手段として、マテリアル

バランス表がある。本研究では、工業都市である北

九州市を対象とし、産業連関表の枠組みを利用した

平成 12 年度の北九州市マテリアルバランス表を作

成し、都市レベルの資源循環構造分析を試みた。 
 
2. マテリアルバランス表の作成 
2.1 マテリアルバランス表の枠組み 
 本研究のマテリアルバランス表の枠組みを以下の

表１、表２に示す。この枠組みは SNA 産業連関表を

ベースに田畑ら１）が開発した、投入表と産出表の二

表を用いたものを参考にした。この枠組みを利用す

ることで、部門への物質の投入と部門からの物質の

産出をそれぞれ別々に把握することが可能となる。

なお、総計(１)と総計(３)、総計(２)と総計(４)は物量

保存則からバランスしている。 
 
2.2 部門・物質の分類 
 マテリアルバランス表の部門と物質の分類は以下

のように行った。表３に部門の分類を示す。産業連

関表の 32 分類を基に製造業の一部を細分化するこ

とで作成している。サービス業は、物量単位での分

割が困難なために統合した。表４に物質の分類を示

す。農林水産物や鉱物は、バージン原材料としても

最終製品としても扱われているため、両分類に記載

した。また、エネルギーは電気、ガス・熱供給業が

生産するものとして扱っている。なお、一般廃棄物

の分類は一般ごみ、粗大ごみ、その他ごみに再資源

化物を加えた４種、産業廃棄物の分類は廃棄物処理

法で定められている 20 種に分類した。 

表１ 投入表の構成 

一次 二次 三次

バージン Xvpin Xvsin Xvtin Xvwin Xvfin Xvoin Xvkin Tvin

リユース・リサイクル Xrp
in

Xrs
in * * * Xro

in
Xrk

in
Tr

in

商品 Xgp
in

Xgs
in

Xgt
in

Xgw
in

Xgf
in

Xgo
in

Xgk
in

Tg
in

エネルギー Xep
in

Xes
in

Xet
in

Xew
in

Xef
in

Xeo
in

Xek
in

Te
in

一般廃棄物 * * * Xmwin * Xmoin * Tmin

産業廃棄物 * * * Xiw
in * Xio

in * Ti
in

Tp
in

Ts
in

Tt
in

Tw
in

Tf
in

原材料

製品

廃棄物

総計（２）

在庫・固定
資本

総計（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　部門
物質

産業部門 廃棄物処
理部門

最終消費
形成部門

移輸出

 
 

表２ 産出表の構成 

バージン
リユース・
リサイクル

商品 エネルギー一般廃棄物 産業廃棄物

一次 Xvp
out

Xrp
out * * Xmp

out
Xip

out
Xap

out
Tp

out Lp

産業部門 二次 * Xrs
out

Xgs
out

Xes
out

Xms
out

Xis
out

Xas
out

Ts
out Ls

三次 * Xrt
out * * Xmt

out
Xit

out
Xat

out
Tt

out Lt

* Xrw
out * * Xmw

out
Xiw

out
Xaw

out
Tw

out Lw

* Xrf
out * * Xmf

out * Xaf
out

Tf
out Lf

Xvo
out

Xro
out

Xgo
out

Xeo
out

Xmo
out

Xio
out

* * * * Xmkout Xikout

Tv
out

Tr
out

Tg
out

Te
out

Tm
out

Ti
out

在庫・固定資本

総計（３）

原材料 製品　　　　　　　　　物質
部門

廃棄物処理部門

最終消費形成部門

移輸入

廃棄物
物質の放出
及びストック

総計
（４）

環境負荷
物質
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2.3 作成手順 
図１にマテリアルバランス表の作成フローを示す。

原材料や製品に関するデータは、産業連関表の金銭

データを物量表や工業統計表などを用いて物量デー

タに変換し、北九州市産業連関表に適用することで

推計した。廃棄物に関するデータは、北九州市の一

般廃棄物及び産業廃棄物に関する調査報告書を用い

た。環境負荷物質排出量は、南斉ら２）が開発した環

境負荷物質原単位から求めた。これらのデータをマ

テリアルバランス表に計上し、部門や単位の統一後、

バランス調整を行うことで作成した。 
 

 
3. 分析結果 
 マテリアルバランス表を用いた分析としては、大

きくわけて現状分析と効果予測分析の２種類が考え

られる。まず、現状分析としては、対象地域の資源

循環構造を知り、循環型社会を形成していく上でネ

ックとなっている部門を特定することができる。そ

れにより、地域ごとの目的に対して効率のよい政策

を行うことが可能となる。効果予測分析としては、

資源循環に関する政策を実施した場合に資源循環構

造に与える影響を分析することができる。例えば北

九州エコ・コンビナート構想を例にあげると、産業

間でそれぞれの副産物やエネルギーを相互利用した

場合に、廃棄物や環境負荷物質の排出量に及ぼす影

響を定量的に予測することが可能となる。 
 
4. 今後の課題 
本研究では、北九州市をケーススタディとしてマ

テリアルバランス表を作成した。ただし、現段階で

は、物量データや廃棄物データに整備や情報公開が

不十分で推計に頼っている部分がある。推計方法の

さらなる検討が必要である。なお、データ整備がさ

れることで、より信頼性の高いマテリアルバランス

表の作成が可能となる。また、今回は平成 12 年度の

みの作成となったが、複数年度分を作成することで、

地域の資源循環構造の変化について分析することが

できるようになる。 
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表３ 部門の分類 
一次産業 農林水産業、鉱業

二次産業

食料品、繊維、木材・家具、紙・出版・印刷、
化学、石油、石炭、プラスチック、ゴム、窯
業・土石、鉄鋼、非鉄金属、金属、一般機
械、電気機械、輸送機械、精密機械、その
他製造業、建設、電力、ガス・熱供給、水道

三次産業 サービス業・その他

廃棄物処理部門
有償物、再生利用、減量化、最終処分、
その他

最終消費形成部門 企業、家庭、政府
移輸出、移輸入 移輸出、移輸入
在庫・固定資本 在庫純増、固定資本形成  

 
表４ 物質の分類 

バージン原材 農林水産物、鉱物、石炭、原油・天然ガス
リユース・リサイ
クル原材料

農林水産物、鉱物、商品、その他

商品

農林水産物、鉱物、石炭、原油・天然ガス、食
料品、繊維、木材・家具、紙・出版・印刷、化
学、石油、石炭、プラスチック、ゴム、窯業・土
石、鉄鋼、非鉄金属、金属、一般機械、電気機
械、輸送機械、精密機械、建設、その他

エネルギー 電力、ガス・熱供給
一般廃棄物 一般ごみ、粗大ごみ、再資源化物、その他

産業廃棄物

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラ
スチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性
残渣、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、
ガラス・陶磁器くず、鉱さい、がれき類、ばいじ
ん、動物のふん尿、動物の死体、13号廃棄物

物質の放出及
びストック

自然界のバージン資源、廃棄物（減量化、
最終処分）、エネルギー消費、誤差

環境負荷物質 CO2  

H12 全国産業連関表

H12 全国物量表

H12 北九州市物量表

・北九州市産業連関表

物量データを北九州市に適用

・物量表
・工業統計表
・統計年報

金額データを物量データに変換

北九州市一般廃棄物・
産業廃棄物データ

環境負荷物質
原単位

北九州市マテリアルバランス表

バランス調整

環境負荷物質
原単位

・北九州市環境局事業概要
・北九州市産業廃棄物
実態調査報告書

図１ マテリアルバランス表の作成フロー 
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